
八

専
攻
学
科
目　

ウ
イ
ロ
イ
ド
学

生　

年　

月　

昭
和
三
〇
年　

六
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
四
年　

三
月 

北
海
道
大
学
農
学
部
農
業
生
物
学
科
卒
業

同　

五
六
年　

三
月 
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　

五
六
年　

七
月 
北
海
道
大
学
農
学
部
助
手

同　

六
三
年
一
二
月 

農
学
博
士

平
成　

二
年　

四
月 

米
国
農
務
省
ベ
ル
ツ
ビ
ル
農
業
研
究
所
在
外
研
究
員
（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）

同　
　

四
年　

四
月 

弘
前
大
学
農
学
部
助
教
授

同　
　

五
年　

四
月 

岩
手
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
副
指
導
教
員
（
併
任
）

同　
　

九
年
一
〇
月 

弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
助
教
授

同　

一
五
年　

四
月 

岩
手
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
主
指
導
教
員
（
令
和
三
年
三
月
ま
で
）

同　

一
七
年　

四
月 

弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
教
授
（
令
和
三
年
三
月
ま
で
）

令
和　

三
年　

四
月 

弘
前
大
学
名
誉
教
授

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

佐さ　

野の　

輝て
る　

男お
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農
学
博
士
佐
野
輝
男
氏
の
「
ウ
イ
ロ
イ
ド
に
関

す
る
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

ウ
イ
ロ
イ
ド
は
一
九
七
一
年
に
や
せ
い
も
（spindle tuber

）
病
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
か
ら
発
見
さ
れ
た
新
し
い
ク
ラ
ス
の
小
環
状R

N
A

病
原
体
で
、
農
作
物
の

重
要
病
原
体
と
し
て
世
界
で
三
三
種
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
佐
野
輝
男
氏
は
、

ウ
イ
ロ
イ
ド
研
究
の
黎
明
期
で
あ
る
一
九
七
九
年
以
来
四
〇
年
以
上
一
貫
し
て

ウ
イ
ロ
イ
ド
の
研
究
に
取
組
み
斯
学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

１
．
多
様
な
ホ
ッ
プ
矮
化
ウ
イ
ロ
イ
ド
変
異
体
の
発
見

ホ
ッ
プ
矮
化
病
は
突
如
日
本
で
発
生
し
た
新
病
害
で
あ
る
。
佐
野
氏
は
そ
の

起
源
と
伝
染
源
の
解
明
に
取
組
み
、
ま
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
で
発
生
し
た
キ
ュ
ウ
リ

pale fruit

病
の
病
原
が
ホ
ッ
プ
矮
化
ウ
イ
ロ
イ
ド
（H

SV
d

）
の
変
異
体
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ま
で
情
報
が
乏
し
か
っ
た
果
樹
類
の

ウ
イ
ロ
イ
ド
病
を
探
索
し
、
ブ
ド
ウ
、
カ
ン
キ
ツ
、
ス
モ
モ
お
よ
び
モ
モ
か
ら

次
々
に
新
規
ウ
イ
ロ
イ
ド
を
検
出
し
、
病
原
性
と
全
塩
基
配
列
の
分
析
結
果
か

ら
全
てH

SV
d

の
変
異
体
で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
た
。
各
々
をH

SV
d-

grapevine

、-citrus

、-plum

、-peach

と
命
名
し
、
前
二
種
は
世
界
中
の
栽
培

ブ
ド
ウ
と
柑
橘
類
に
そ
れ
ぞ
れ
高
率
に
不
顕
性
感
染
し
て
い
る
こ
と
、
後
二
種

は
ス
モ
モ
と
モ
モ
の
斑
入
り
果
病
の
病
因
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
論

文
1
〜
4
、
6
）。
当
初
ウ
イ
ロ
イ
ド
は
局
在
性
の
高
い
病
原
と
考
え
ら
れ
て

い
た
が
、
佐
野
氏
の
研
究
に
よ
り
概
念
は
一
変
し
、H

SV
d

は
世
界
に
広
く
分

布
す
る
重
要
病
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

２
．
ホ
ッ
プ
矮
化
病
の
伝
染
源
植
物
の
解
明

佐
野
氏
は
そ
の
後
、
ホ
ッ
プ
矮
化
病
の
疫
学
究
明
に
向
け
て
東
北
地
方
の

ホ
ッ
プ
産
地
で
調
査
を
続
け
、H

SV
d-hop

流
行
株
は
分
子
系
統
上H

SV
d-

grapevine

と
最
も
近
縁
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
栽
培
ブ
ド
ウ
に
不
顕
性
感

染
し
て
い
るH

SV
d

変
異
体
が
伝
染
源
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
（
論
文
10
）。

同
氏
は
さ
ら
に
、H

SV
d

の
主
要
変
異
体
を
ウ
イ
ル
ス
・
ウ
イ
ロ
イ
ド
フ
リ
ー

ホ
ッ
プ
に
感
染
さ
せ
て
病
原
性
と
塩
基
配
列
を
一
五
年
以
上
に
亘
り
分
析
し
、

各
変
異
体
は
病
原
性
が
異
な
る
こ
と
、H

SV
d-grapevine

は
感
染
後
に
全
ゲ
ノ

ム
二
九
七
塩
基
中
五
箇
所
（
第
二
五
、
二
六
、
五
四
、
一
九
三
、
二
八
一
番
）

が
次
々
に
変
異
し
、
最
終
的
に
五
箇
所
全
て
が
変
異
し
た
一
つ
の
優
占
変
異
体

に
収
斂
し
、
そ
れ
が
矮
化
病
の
流
行
地
域
で
あ
る
東
北
地
方
の
優
占
変
異
体
と

完
全
に
一
致
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
論
文
13
）。
以
上
の
実
験
結
果
は

栽
培
ブ
ド
ウ
に
潜
むH

SV
d-grapevine

が
ホ
ッ
プ
矮
化
病
の
病
原
と
な
っ
た

こ
と
を
長
期
の
継
続
調
査
で
実
証
し
た
独
創
的
な
研
究
成
果
と
評
価
さ
れ
て
い
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る
（
論
文
18
）。
ま
た
本
研
究
成
績
は
、
未
知
の
伝
染
源
植
物
か
ら
ウ
イ
ロ
イ

ド
が
拡
が
っ
て
新
病
害
が
発
生
し
、
甚
大
な
経
済
的
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性

を
警
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
．
ウ
イ
ロ
イ
ド
の
病
原
性
を
制
御
す
る
分
子
機
構

一
九
八
〇
年
代
、
ウ
イ
ロ
イ
ド
分
子
は
五
つ
の
構
造
ド
メ
イ
ン
か
ら
成
り
、

病
原
性
の
強
弱
は〝

病
原
性
ド
メ
イ
ン〟

で
決
定
さ
れ
る
と
す
る
モ
デ
ル
が
提

唱
さ
れ
て
い
た
。
佐
野
氏
は
分
子
構
造
と
病
原
性
が
異
な
る
異
種
ウ
イ
ロ
イ
ド

間
の
構
造
ド
メ
イ
ン
交
換
実
験
か
ら
、
病
原
性
ド
メ
イ
ン
以
外
の
複
数
の
ド
メ

イ
ン
も
病
原
性
に
関
与
す
る
こ
と
を
見
出
し
、
よ
り
普
遍
性
の
高
い〝

分
子
構

造
–
病
原
性
モ
デ
ル〟

を
提
唱
し
た
（
論
文
7
、
9
、
22
、
31
）。

４
．�

ウ
イ
ロ
イ
ド
の
病
原
性
・
病
徴
発
現
機
構
と
ウ
イ
ロ
イ
ド
抵
抗
性
作
物
開

発
戦
略

同
氏
は
ま
た
、
タ
ン
パ
ク
質
情
報
を
持
た
な
い
ウ
イ
ロ
イ
ド
の
病
原
性
発
現

機
構
を
分
析
し
、
ウ
イ
ロ
イ
ド
感
染
で
生
成
す
る
ウ
イ
ロ
イ
ド
由
来sm

all 

R
N

A

の
カ
ロ
ー
ス
合
成
酵
素
遺
伝
子
（C

alS-11 like

）
発
現
阻
害
作
用
に
よ

る
宿
主
防
御
機
能
の
低
下
（
論
文
12
、
15
、
19
、
28
、
34
、
35
）、
ウ
イ
ロ
イ

ド
感
染
で
引
き
起
さ
れ
る
植
物
ホ
ル
モ
ン
シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
の
撹
乱
や
ス
ト

レ
ス
応
答
性
マ
イ
ク
ロR

N
A

（m
iR

398a-3p

）
の
異
常
高
発
現
に
よ
る
活
性

酸
素
種
の
制
御
不
全
が
、
ウ
イ
ロ
イ
ド
病
特
有
の
矮
化
・
葉
巻
、
黄
化
・
壊
疽

の
発
症
に
関
与
す
る
こ
と
を
実
証
し
た
（
論
文
23
、
24
）。

さ
ら
に
ウ
イ
ロ
イ
ド
抵
抗
性
植
物
の
研
究
に
も
取
組
み
、
二
本
鎖R

N
A

分

解
酵
素Pac1

や
ウ
イ
ロ
イ
ド-sm

all R
N

A

を
発
現
さ
せ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
キ

ク
、
タ
バ
コ
に
ウ
イ
ロ
イ
ド
抵
抗
性
を
付
与
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
抵
抗
性
作

物
の
開
発
研
究
に
新
た
な
進
展
を
も
た
ら
し
た
（
論
文
8
、
20
、
33
）。

５
．
日
本
国
内
で
発
生
し
た
ウ
イ
ロ
イ
ド
病
と
新
種
ウ
イ
ロ
イ
ド
の
発
見

同
氏
は
ウ
イ
ロ
イ
ド
病
の
発
生
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
た
め
ウ
イ
ロ
イ
ド
の
発

生
生
態
の
解
明
に
も
取
組
み
、
国
内
の
農
作
物
か
ら
世
界
初
報
告
八
種
、
国
内

初
報
告
六
種
を
含
む
二
科
五
属
一
四
種
に
の
ぼ
る
ウ
イ
ロ
イ
ド
を
発
見
し
（
論

文
14
、
16
、
21
、
25
、
26
、
29
、
32
）、
そ
の
知
見
を
基
に
数
々
の
国
際
共
同

研
究
を
展
開
し
、
特
に
ア
ジ
ア
の
ウ
イ
ロ
イ
ド
研
究
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を

果
た
し
た
（
論
文
17
、
27
）。

６
．
防
除

ま
た
、
各
種
ウ
イ
ロ
イ
ド
病
の
診
断
法
の
開
発
と
栽
培
現
場
へ
の
普
及
に
努

め
（
論
文
5
、
30
）、
特
に
ホ
ッ
プ
栽
培
で
は
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
現
地
調

査
を
継
続
し
、
ウ
イ
ル
ス
・
ウ
イ
ロ
イ
ド
完
全
フ
リ
ー
原
株
苗
の
検
定
と
生
産

維
持
の
た
め
の
技
術
指
導
、
特
に
生
産
者
へ
の
ウ
イ
ル
ス
・
ウ
イ
ロ
イ
ド
病
に
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関
す
る
情
報
発
信
と
普
及
・
啓
蒙
活
動
を
通
じ
て
、
ホ
ッ
プ
な
ら
び
に
農
作
物

の
安
定
生
産
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
（
論
文
11
）。

以
上
、
佐
野
輝
男
氏
は
我
が
国
の
ウ
イ
ロ
イ
ド
学
の
先
導
的
研
究
者
と
し

て
、
ウ
イ
ロ
イ
ド
の
分
離
・
同
定
、
分
子
進
化
、
病
原
性
発
現
機
構
の
解
明
か

ら
ウ
イ
ロ
イ
ド
抵
抗
性
作
物
の
開
発
並
び
に
生
産
現
場
で
の
診
断
技
術
の
普
及

指
導
ま
で
、
ウ
イ
ロ
イ
ド
と
ウ
イ
ロ
イ
ド
病
の
全
容
の
把
握
に
総
合
的
に
取
組

み
、
世
界
の
ウ
イ
ロ
イ
ド
学
を
強
力
に
牽
引
し
た
。

同
氏
の
研
究
業
績
は
、
植
物
病
理
学
等
の
学
術
へ
の
貢
献
が
顕
著
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
作
物
生
産
、
植
物
保
護
、
植
物
検
疫
等
の
実
用
的
分
野
に
寄
与
す

る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
対
し
て
、
日
本
植
物
病
理

学
会
か
ら
学
術
奨
励
賞
（
一
九
八
七
）、
学
会
賞
（
二
〇
〇
八
）、
論
文
賞
（
二

〇
一
七
）
が
授
与
さ
れ
、
国
際
的
に
も
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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